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課題名

1 １ 豚 の 産 肉 能 力検定

産肉能力の高い県内産種雄豚の選抜
分類 ②

試験研

究年次
５８～１年（完了）

Ｉ 目的

産肉能力の高い種雄豚の選抜を行い、本県の種韮豚の改良を促進する 。

Ⅱ試験方法

１ 検 定 豚 県 内 の 指 定 種 豚 場で産子検定に合格した種豚から生産され
た登記雄子豚。５８年から１年までの７年間でランドレース種
64頭大ヨークシャー種１１７頭、デュロック種１８０頭の計３６１
頭を検定。

２検定期間生体重３０ｋｇ～９０kg。

３飼養管理豚産肉能力検定要領により実施。

４検定項目１日増体量、飼料要求率、背脂肪の厚さ（体長１／２部位）
及び種豚としての適格性について調査し、判定基準に基づき
合格及び不合格を判定。

Ⅲ主要成果の概要

県内の指定種豚場の種豚は、７年間の能力検定、選抜及びその効率的利
用により、各品種とも能力の向上がみられ、国の改良増殖目標（２年度）
にほぼ達した。
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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注）（）内は合格豚の平均値。
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成果の評価と取扱上の留意点

１県内の種豚の選抜改良時の参考となる。

２県内の種豚は発育性が向上した反面、体長が短くなっているので、
長の長いものを選抜する。
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Ⅵ今後の研究上の問題点

併用検定の実施による検定精度の改善
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第 ３ 表 デ ュ ロ ッ ク 種 の 成績
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